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はじめに 

 

人権とは、人間が生まれながらにして持っている権利であり、すべての人が幸福な生活

を営むために欠かすことのできない権利です。 

和歌山市では、市民一人ひとりの人権が尊重される社会を実現するために、１９９４年

（平成６年）１２月に「和歌山市部落差別をはじめあらゆる差別をなくする条例」を制定

し、２０００年（平成１２年）１１月には本市の人権施策の基本的な方向性を示す「和歌

山市人権施策推進指針」を策定しました。また、この指針に基づき、施策を計画的かつ効

果的に推進することを目的とした「人権施策推進行動計画」を２００３年（平成１５年）

３月に策定し、以降、社会情勢の変化を踏まえた見直しを行いながら、人権意識の高揚と

人権尊重の社会環境づくりに努めてまいりました。 

 このたび、本市がこれまで取り組んできた人権教育・啓発活動等の成果を検証するとと

もに、市民の皆様の人権に対する意識の変化や動向を把握し、今後の人権に関する施策推

進の参考とするため、「人権問題に関する意識調査」を実施し、その結果を報告書として

まとめました。 

 今回の調査結果を、本市の人権施策を総合的かつ計画的に推進するための「和歌山市人

権施策推進指針」及び「和歌山市人権施策推進行動計画」に反映し、市行政のあらゆる分

野で人権尊重の視点に立った幅広い取組を進めてまいります。 

最後になりましたが、この調査の実施にあたり、調査にご協力いただきました市民の皆

様に厚くお礼申し上げます。 

 

２０２６年（令和８年）３月 
 
 
 
 

和歌山市長 尾 花 正 啓    
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Ⅰ 調査の概要 

１． 調査の目的 

本調査は、市民のさまざまな人権問題に関する意識の現状を把握し、今後の人権教育及び人

権啓発に関する取組をはじめ、今後の人権施策を推進していく上での基礎資料を得るために実

施した。 

２． 調査の実施方法 

（1） 調査の対象者           18 歳以上の和歌山市民 

（2） 調査の対象者数           3,000 人 

（3） 調査対象者の抽出方法   住民基本台帳より無作為抽出 

（4） 調査票の配布方法     宅配メール便による送付 

（5） 調査票の回収方法 郵送及びインターネットにより回答（調査票、返信用封筒及び

インターネットによる回答は無記名） 

（6） 調査期間             令和 7年 5月 27 日から同年 6月 30日まで 

３． 調査票の回収結果 

（1） 調査票発送数 3,000 人（令和元年度実施時は 5,000 人） 

（2） 回収数 964 人（令和元年度実施時は 1,415 人） 

（3） 回収率 32.1％（令和元年度実施時は 28.3％） 

４． 集計結果についての留意点 

（1） 本文や図表中で比率を表す数値（単位：％）については、小数点第 2位を四捨五入し、小数点 

以下第 1位までを記載している。 

（2） 各選択肢の回答者の割合として示している数値は、回答総数に対する比率ではなく、回答者数 

に対する比率である。従って、複数回答（一人の回答者が複数の選択肢を回答する）形式の設問 

においては、各選択肢の回答率の合計は、原則として100％を超える。 

（3） 上記（1）の処理がなされているために、単一回答（複数選択肢から 1つだけ選んで回答する）

形式において、図表中に示された各種選択肢の回答率を合計しても 100％にならないことがある。 
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男性

41.1%

女性

53.9%

答えたく

ない

3.4%

無回答

1.6%

回答者

の性別

18歳～19歳

1.5%
20歳～

29歳

9.0%

30歳～39歳

14.4%

40歳～49歳

16.0%

50歳～59歳

15.2%

60歳～69歳

22.5%

70歳以上

19.5%

無回答

1.9%

回答者

の年齢

18歳～19歳 20歳～29歳 30歳～39歳 40歳～49歳 50歳～59歳 60歳～69歳 70歳以上

1.2 

2.0 

7.1 

10.6 

15.0 

13.4 

16.5 

14.4 

17.7 

12.9 

20.8 

25.8 

19.6 

20.5 

2.1 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

(N=520)

男性

(N=396)

無回答

Ⅱ 調査回答者の基本的な属性 

 

１．回答者の性別 

 

 

 

 

 

 

回答者総数は 964 人で、「女性」が 53.9％、「男性」

が 41.1％と「女性」の回答が 12.8 ポイント高くなって

いる。  

前回の調査は、「女性」が 57.1％、「男性」が

40.8％であった。 

 

２．回答者の年代 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者の割合を年代別でみると、「60 歳代」が 22.5％と最も高く、次いで「70 歳以上」が 

19.5％、「40 歳代」が 16.0 ％となっている。 

性別・年代別でみると、男性は 60 歳代が最も高く、次いで 70 歳以上、40 歳代となっている。女

性は 60 歳代が最も高く、次いで 70 歳以上、50歳代となっている。 

 回収数 割合（％） 

男   性 396 41.1％ 

女   性 520 53.9％ 

答えたくない 33 3.4％ 

無 回 答 15 1.6％ 

全   体 964 100.0％ 

 回収数 割合（％） 

18 歳～19歳 14 1.5％ 

20 歳～29歳 87 9.0％ 

30 歳～39歳 139 14.4％ 

40 歳～49歳 154 16.0％ 

50 歳～59歳 147 15.2％ 

60 歳～69歳 217 22.5％ 

70 歳以上 188 19.5％ 

無 回 答 18 1.9％ 

全    体 964 100.0％ 

（回答者数=396） 

（回答者数=520） 
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はい

78.7%

いいえ

19.6%

無回答

1.7%

はい いいえ

78.5 

79.0 

20.4 

18.9 

1.2 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

(N=520)

男性

(N=396)

無回答

Ⅲ 調査の結果 

１．人権について                             

問１ 人権の擁護について 

 
 

  
 

 

人権が守られていると思うかの質

問に対しては「はい」の割合が

78.7％と８割近くを占めている。 

一方、「いいえ」と答えた人の割

合は 19.6％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
性別でみると、女性、男性ともに約８割の方が「はい」と回答し、人権は守られていると感じて

いることがわかる。 

また、「いいえ」と答えた割合は、男性（18.9％）よりも女性（20.4％）の方が 1.5 ポイント高

くなっている。 

 

  

あなたの身の回りで人権が守られていると思いますか。（○は１つだけ） 

 

 

 

 

性別集計 

全体集計 （単数回答） 

（単数回答、単位：％） 

（回答者数=964） 

（回答者数=396） 

（回答者数=520） 
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年代別集計 

はい いいえ 無回答

80.3 

71.0 

76.9 

77.3 

81.3 

95.4 

85.7 

16.5 

27.2 

21.8 

22.7 

17.3 

4.6 

14.3 

3.2 

1.8 

1.4 

0.0 

1.4 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上

（N=188）

60歳～69歳

（N=217）

50歳～59歳

（N=147）

40歳～49歳

（N=154）

30歳～39歳

（N=139）

20歳～29歳

（N=87）

18歳～19歳

（N=14）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年代別でみると、「はい」と答えた人で、最も高かった割合は 20 歳代で 95.4％であり、最も低

かったのは 60 歳代で 71.0％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単数回答、単位：％） 

（回答者数=14） 

（回答者数=87） 

（回答者数=139） 

（回答者数=154） 

（回答者数=147） 

（回答者数=217） 

（回答者数=188） 
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かなり持って

いる

10.9%

ある程度持っている

64.2%

あまり持っ

ていない

21.1%

まったく持っ

ていない

1.3%

 人権 がどのようなも

のかわからない

1.6%

無回答

0.9%

かなり持っている
ある程度持っている

あまり持っていない

6.3 

16.2 

68.7 

60.1 

21.9 

19.9 

1.5 

0.5 

1.0 

2.3 

0.6 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

(N=520)

男性

(N=396)

無回答

 人権 がどのようなものかわからない

まったく持っていない

問2 人権についての関心度 

 
 

  
 

 

「ある程度持っている」の割合が

64.2％と最も高く、「かなり持って

る」の 10.9％と合わせると 75.1％が

「人権に関心を持っている」として

いる。 

一方、「あまり持っていない」の

21.1％と「まったく持っていない」

の1.3％を合わせた22.4％が「人権に

関心を持っていない」としている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
性別でみると、男女ともに「かなり持っている」と「ある程度持っている」を合わせた割合は 7

割以上であり、「人権に関心を持っている」ことがうかがえる。 

また、「あまり持っていない」と「まったく持っていない」を合わせた「人権に関心を持ってい

ない」割合は、男性（20.4％）よりも女性（23.4％）の方が 3.0 ポイント高くなっている。 

  

あなたは、 人権 に関心を持っていますか。（○は１つだけ） 

 

 

 

 

性別集計 

全体集計 （単数回答） 

（単数回答、単位：％） 

（回答者数=964） 

（回答者数=396） 

（回答者数=520） 
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年代別集計 

69.7%
75.1%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

前回（令和元年度）

（N=1415）

今回（令和７年度）

（N=964）

かなり持っている ある程度持っている 無回答

12.2 

14.3 

9.5 

6.5 

10.1 

11.5 

14.3 

62.2 

67.7 

70.7 

65.6 

57.6 

59.8 

64.3 

20.7 

15.2 

18.4 

23.4 

28.1 

24.1 

14.3 

1.1 

1.4 

0.0 

1.9 

0.7 

2.3 

7.1 

1.1 

0.5 

1.4 

2.6 

2.9 

2.3 

0.0 

2.7 

0.9 

0.0 

0.0 

0.7 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上

（N=188）

60歳～69歳

（N=217）

50歳～59歳

（N=147）

40歳～49歳

（N=154）

30歳～39歳

（N=139）

20歳～29歳

（N=87）

18歳～19歳

（N=14）

あまり持っていない

まったく持っていない

 人権 がどのようなものかわからない

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年代別でみると、「かなり持っている」と「ある程度持っている」を合わせた割合は、60 歳代で

最も高く、次いで 50 歳代、10 歳代となり、30歳代が最も低くなっている。 

 

 

 

「人権に関心を持っている」割合について、前回調査と比較した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の調査において、「かなり持っている」と「ある程度持っている」を合わせた「人権に関心

を持っている」割合は前回に比べて 5.4 ポイント増加している。 

過去の調査との比較 

（単数回答、単位：％） 

（回答者数=964） （回答者数=1415） 

（回答者数=14） 

（回答者数=87） 

（回答者数=139） 

（回答者数=154） 

（回答者数=147） 

（回答者数=217） 

（回答者数=188） 
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35.8

47.1

37.9

30.3

54.3

19.3

8.4

24.4

9.5

47.4

10.2

43.0

19.8

6.8

21.4

12.3

37.6

14.0

3.9

0.6

0.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

同和問題（部落差別）

女性の人権問題

子どもの人権問題

高齢者の人権問題

障害のある人の人権問題

外国人の人権問題

アイヌの人々の人権問題

犯罪被害者及びその家族の人権問題

刑事手続きに関わりをもった人の人権問題

働く人の人権問題

インターネット上での人権問題

性的マイノリティの人々の人権問題

ホームレスの人権問題

拉致問題

自死（自殺）に関わる人権問題

プライバシーの保護に関わる人権問題

公権力に関わる人権問題

特にない

その他

無回答

問3 関心のある人権問題 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「障害のある人の人権問題」の割合が 54.3％ と最も多く、次いで「働く人の人権問題」が 

47.4 ％、「女性の人権問題」が 47.1％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あなたは、「人権問題」というと、特にどのような問題に関心がありますか。（○はいくつでも） 

 

 

全体集計 

（複数回答、単位：％） 

（回答者数=964） 

ハンセン病（元）患者とその親族やエイズ
患者・ＨIＶ感染者等・難病患者の人権問題 
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あなたは、過去約５年の間に、自分が差別や人権侵害を受けたと感じたことがありますか。 

（○は１つだけ） 

 

 
全体集計 

ある

13.6%

ない

75.8%

わからない

10.1%

無回答

0.5%

35.9

23.7

3.8

31.3

13.7

16.8

4.6

11.5

45.0

2.3

13.7

9.9

3.8

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

あらぬうわさ、他人からの悪口、かげ口

仲間はずれやいやがらせ、いじめ

暴力や虐待

自分には身に覚えのない理由による

不平等または不利益な扱い

プライバシーの侵害

個人情報が勝手に使われること

マイノリティを理由とする差別や偏見

セクシュアル・ハラスメント

パワーハラスメント

ストーカー行為

人種、信条、性別、社会的身分などによる

政治的、経済的、社会的な差別

公的機関や企業などによる不当な扱い

その他

無回答

問４ 自分が受けた人権侵害の有無 

 

 

 

  

 

差別や人権侵害を受けたと感じたこ

とが「ない」割合が75.8％と高くみら

れるものの、受けたと感じたことが

「ある」は 13.6％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

問４－２ 自分が受けた人権侵害の内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「パワーハラスメント」の割合が 45.0％と最も高く、次いで「あらぬうわさ、他人からの悪口、かげ

口」が 35.9％、「自分には身に覚えのない理由による不平等または不利益な扱い」が 31.3％となってい

る。 

問 4 で「ある」と答えた方におたずねします。それはどのような場合ですか。（○はいくつでも）  

（回答者数=964） 

（単数回答） 

（複数回答、単位：％） 

全体集計 

（回答者数=131） 
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38.2

35.9

19.8

3.1

2.3

0.0

5.3

0.0

12.2

46.6

6.9

8.4

1.5

0.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

友だち・同僚に相談した

家族・親戚に相談した

職場の上司に相談した

弁護士に相談した

警察に相談した

法務局や人権擁護委員に相談した

地方自治体（県や市）に相談した

民間団体に相談した

自分で解決した

何もしなかった、我慢した

相談する場所を見つけられなかった

相手に直接抗議した

その他

無回答

問４－３ 人権侵害を受けたときの対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「何もしなかった、我慢した」の割合が 46.6％と最も高く、次いで「友だち・同僚に相談した」が

38.2％、「家族・親戚に相談した」が 35.9％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４で「ある」と答えた方におたずねします。その時どうされましたか。（○はいくつでも） 

 

 

  

（複数回答、単位：％） 全体集計 

（回答者数=131） 
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あなたは、人権に関するどのような啓発活動があれば参加したい（読みたい、見たい）と思いますか。

(○はいくつでも） 

  

  

全体集計 

ある

18.3%

ない

79.9%

無回答

1.9%

21.9

22.8

5.7

19.5

16.5

19.5

12.1

16.3

5.8

6.2

3.8

16.8

12.1

9.8

0% 10% 20% 30%

有名な人が出演する大きな講演会や研修会

実務に役立つ地域での講演会や研修会

啓発のためのパネル展などの展示会

新聞・雑誌を活用した啓発の記事や広告

市の広報誌の啓発記事・啓発のためのパンフレット

テレビ・ラジオの広報番組

映画・ＤＶＤ等の鑑賞による啓発

インターネット（ホームページ等）を活用した啓発

高齢者・障害者等の模擬体験

高齢者・障害者等との交流会

ワークショップ（参加型での話し合い）

職場での人権研修会

自由な意見交換ができる会合

無回答

全体集計 

問５ 講演会や研修会への参加の有無 

 

 

 
  

 

 

「人権問題」に関する講演会や研修

会への参加について、「ある」の割合

が 18.3％、「ない」が 79.9％となっ

ている。 

 

 

 

 

 

 

問５－２ 参加したい講演会や研修会の啓発活動 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

「実務に役立つ地域での講演会や研修会」の割合が 22.8％と最も高く、次いで「有名な人が出演

する大きな講演会や研修会」が 21.9％、「新聞・雑誌を活用した啓発の記事や広告」と「テレビ・

ラジオの広報番組」が 19.5％となっている。 

あなたは、過去約５年の間に「人権問題」に関する講演会や研修会に参加したことがありますか。 

（○は１つだけ）  

 
（単数回答） 

（回答者数=964） 

（複数回答、単位：％） 

（回答者数=964） 
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24.9

24.5

18.3

49.0

8.3

6.2

23.2

0.6

2.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

捜査手続や拘禁・収容施設内における人権侵犯

公務員・教育職員等による人権侵犯

国等が関わる公害や薬害等の問題

冤罪（えんざい）

市民活動を制限すること

特に問題はない

わからない

その他

無回答

28.5 

24.0 

20.5 

52.3 

9.6 

9.6 

17.2 

0.5 

1.0 

22.9 

25.4 

16.7 

48.1 

7.5 

3.7 

26.9 

0.6 

3.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

捜査手続や拘禁・収容施設内における人権侵犯

公務員・教育職員等による人権侵犯

国等が関わる公害や薬害等の問題

冤罪（えんざい）

市民活動を制限すること

特に問題はない

わからない

その他

無回答

２．公権力と人権について                        

問６ 公権力に関する人権上の問題点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
    
「冤罪（えんざい）」の割合が49.0％と最も高く、次いで「わからない」が23.2％、「捜査手続

や拘禁・収容施設内における人権侵犯」が 24.9％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別でみると、男女ともに「冤罪（えんざい）」の割合が最も高く（男性は 52.3％、女性は

48.1％）、次いで男性は「捜査手続や拘禁・収容施設内における人権侵犯」（28.5％）、女性は

「わからない」（26.9％）、「公務員・教育職員等による人権侵犯」（男性は 24.0％、女性は

25.4％）となっている。 

「わからない」が最も男女差が大きく、男性（17.2％）よりも女性（26.9％）の方が 9.7 ポイン

ト高くなっている。 

  

あなたは、公権力の行使にあたり、現在、人権上特に問題となっているのはどのようなことだと思います

か。（○はいくつでも） 

 

 

全体集計 

（複数回答、単位：％） 

性別集計 （複数回答、単位：％） 

男性 （回答者数=396） 

女性 （回答者数=520） 

 

（回答者数=964） 
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全体集計 
非常に満足し

ている

8.3%

満足している

70.0%

少し不満

がある

17.1%

かなり不満

がある

無回答

非常に満足している
満足している

7.5 

9.8 

69.8 

70.2 

18.8 

15.7 

2.7 

3.8 

1.2 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

(N=520)

男性

(N=396)

無回答

少し不満がある かなり不満がある

３．市民相互の人権について                       

問７ 近隣の人との人間関係に対する満足感 

 

 

 

 

「非常に満足している」と「満足し

ている」を合わせた78.3％が近隣の人

との人間関係に満足していると感じ、

「少し不満がある」と「かなり不満が

ある」を合わせた20.5％が不満と感じ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別でみると、「非常に満足している」と「満足している」を合わせた満足している割合は、女

性（77.3％）よりも男性（80.0％）の方が 2.7 ポイント高く、「少し不満がある」と「かなり不満

がある」を合わせた不満がある割合については、男性（19.5％）よりも女性（21.5％）の方が 2.0

ポイント高くなっている。 

 

 

現在、あなたは近隣の人たちとの付き合いや人間関係に満足していますか。（○は１つだけ） 

 

  
（単数回答） 

（回答者数=964） 

性別集計 

（単数回答、単位：％） 

（回答者数=396） 

（回答者数=520） 

3.4% 

1.1% 
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全体集計 

差別を解消するため

に、自分もできる限り

努力したいと思う

12.4%

自分は差別をしないで

おこうと思う

57.9%

差別はいけな

いことだと思う

が、できれば

関わりあいたく

ないと思う

15.8%

自分には関

係ないと思う

8.3%

その他

3.3% 無回答

2.3%

差別を解消するために、

自分もできる限り努力した

いと思う

11.9%

自分は差別をしないで

おこうと思う

59.9%

差別はいけないこ

とだと思うが、で

きれば関わりあい

たくないと思う

14.9%

自分には関係

ないと思う

7.3%

その他

4.9%

無回答

1.1%

前回

R1年度

４．同和問題（部落差別）について                          

問８ 差別に関する意識 

 

 

 
  
 

「自分は差別をしないでおこうと思

う」が 57.9％で最も高く、次いで「差

別はいけないことだと思うが、できれ

ば関わりあいたくないと思う」が

15.8％、「差別を解消するために、自

分もできる限り努力したいと思う」が

12.4％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の調査において、「自分は差別

をしないでおこうと思う」の割合が前

回に比べて 2.0 ポイント減少し、「差

別はいけないことだと思うが、できれ

ば関わりあいたくないと思う」が 0.9

ポイント増加している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あなたは、同和問題（部落差別）と自分自身との関わりについてどのような意識を持っていますか。 

（○は１つだけ） 

 

 

 

  

  

過去の調査との比較 

（単数回答） 

（回答者数=964） 

（回答者数=1415） 

（単数回答） 
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本人の決定

に従う

47.7%

全く問題に

しないと思う

19.4%

迷いながらも、

結局は問題に

はしないと思う

19.2%

迷いながらも 結

局は考え直すよ

うに言うと思う

5.0%

家族や親せきに反対

があれば、考え直す

ように言うと思う

3.4%

その他

3.6%

無回答

1.7%

本人の決定に従う 全く問題にしないと思う

48.8 

47.7 

16.3 

23.2 

21.9 

16.2 

3.3 

6.6 

4.2 

1.8 

3.3 

3.5 

2.1 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

(N=520)

男性

(N=396)

迷いながらも、結局は

問題にはしないと思う

迷いながらも 結局は考え

直すように言うと思う

家族や親せきに反対があれば、

考え直すように言うと思う

その他

問９ 結婚に対する姿勢 

仮に、あなたのお子さんがいて、結婚したいといっている相手が同和地区の出身者だとわかった

場合、あなたはどうしますか。（○は 1つだけ） 

 

  

 
 

 

「本人の決定に従う」が47.7％と最も

高く、次いで「全く問題にしないと思

う」が 19.4％、「迷いながらも、結局は

問題にはしないと思う」が 19.2％となっ

ている。 

「本人の決定に従う」と「全く問題に

しないと思う」と「迷いながらも、結

局は問題にはしないと思う」を合わせ

た問題にはしないと思う割合は 86.3％

となっている。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別でみると、男女ともに「本人の決定に従う」の割合が最も高く（男性は 47.7％、女性は

48.8％）、次いで男性は「全く問題にしないと思う」（23.2％）、女性では「迷いながらも、結局

は問題にはしないと思う」（21.9％）となっている。 

「本人の決定に従う」、「全く問題にしないと思う」、「迷いながらも、結局は問題にはしない

と思う」を合わせた、結果的には問題にしないと答えた割合は男性（87.1％）、女性（87.0％）と

ほぼ同じ割合となっている。  

全体集計 

性別集計 

（単数回答） 

（回答者数=964） 

（単数回答、単位：％） 

無回答 

（回答者数=396） 

（回答者数=520） 
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全体集計 

17.9

22.9

28.9

22.0

6.3

15.9

16.9

12.6

27.0

2.0

3.8

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

就職・職場で不利な扱いを受けること

インターネットを利用して差別的な情報を掲載すること

結婚問題で周囲の人が反対すること

家を購入する時など “同和地区”あるいは“同じ小学校区”を避けること

差別的な落書をされること

差別的な言動を受けること

身元調査をすること

特に問題は起きていない

わからない

その他

無回答

19.2 

27.5 

26.5 

19.7 

7.6 

18.2 

13.6 

14.9 

23.2 

2.0 

3.8 

17.9 

20.2 

30.6 

24.8 

5.6 

13.5 

19.4 

11.2 

29.0 

1.5 

4.0 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

就職・職場で不利な扱いを受けること

インターネットを利用して差別的な情報を掲載すること

結婚問題で周囲の人が反対すること

家を購入する時など “同和地区”あるいは“同じ小学校区”を避けること

差別的な落書をされること

差別的な言動を受けること

身元調査をすること

特に問題は起きていない

わからない

その他

無回答

問１０ 同和問題（部落差別）に対する人権上の問題点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「結婚問題で周囲の人が反対すること」の割合が 28.9％と最も高く、次いで「わからない」が

27.0％、「インターネットを利用して差別的な情報を掲載すること」が 22.9％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

性別でみると、男性は「インターネットを利用して差別的な情報を掲載すること」の割合が最も

高く（27.5％）、次いで「結婚問題で周囲の人が反対すること」（26.5％）、「わからない」

（23.2％）となっている。女性は、「結婚問題で周囲の人が反対すること」の割合が最も高く

（30.6％）、次いで「わからない」（29.0％）、「家を購入する時など､“同和地区”あるいは

“同じ小学校区”を避けること」（24.8％）となっている。 

「インターネットを利用して差別的な情報を掲載すること」が最も男女差が大きく、女性

（20.2％）よりも男性（27.5％）の方が 7.3 ポイント高くなっている。 

 

 

 
 

あなたは、同和問題（部落差別）に関して、現在、特にどのような問題が起きていると思いますか。 

（○はいくつでも） 

 

 
（複数回答、単位：％） 

（回答者数=964） 

性別集計 

（複数回答、単位：％） 

男性 （回答者数=396） 

女性 （回答者数=520） 
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全体集計 

37.8

35.1

37.0

30.0

25.6

31.3

8.1

12.3

20.5

29.9

5.4

8.0

2.1

2.2

0% 10% 20% 30% 40% 50%

「男は仕事、女は家庭」といった性別によって役割を固定する

考え方や「女らしさ」を強要されること

職場における差別的な待遇

職場や学校におけるセクシュアル・ハラスメント

夫や恋人からのドメスティック・バイオレンス（DV）

会社役員、管理職などに女性が十分参画していないこと

女性に対するストーカー行為

 婦人 「未亡人」など女性だけに用いられる言葉

女性のヌード写真、水着姿、裸体やこびたポーズなどを

掲載した雑誌、新聞、広告

売春・買春（いわゆる「援助交際」を含む）

痴漢行為

特に問題はない

わからない

その他

無回答

５．女性の人権について                         

問１１ 女性に関する人権上の問題点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「『男は仕事、女は家庭』といった性別によって役割を固定する考え方や『女らしさ』を強要さ

れること」の割合が 37.8％と最も高く、次いで「職場や学校におけるセクシュアル・ハラスメント」

が 37.0％、「職場における差別的な待遇」が 35.1％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あなたは、女性の人権問題について、特に問題があると思われるのはどのようなことですか。 

（○はいくつでも）   

 

（複数回答、単位：％） 

（回答者数=964） 
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全体集計 

74.4

42.1

26.3

56.5

45.0

33.0

34.5

39.0

33.4

2.0

4.0

1.9

0.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

保護者による子どもへの暴力や育児の放棄などの児童虐待

大人が子どもの意見を聞かず、自分の意見を子どもに強制すること

 子どもだから」という理由で、子どものプライバシーを尊重しないこと

子ども同士による暴力や仲間はずれ、無視などのいじめ

いじめをしている人やいじめられている人を見て見ぬふりをすること

教師による言葉の暴力や体罰

不審者によるつきまといなど、子どもの安全をおびやかす行為

児童売春・買春、児童ポルノ等

暴力や性など、子どもにとって有害な情報のはんらん

特に問題はない

わからない

その他

無回答

６．子どもの人権について                        

問１２ 子どもに関する人権上の問題点 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「保護者による子どもへの暴力や育児の放棄などの児童虐待」の割合が 74.4％と最も高く、次い

で「子ども同士による暴力や仲間はずれ、無視などのいじめ」が 56.5％、「いじめをしている人や

いじめられている人を見て見ぬふりをすること」が 45.0％となっている。 

  

あなたは、子どもに関する人権上の問題について、現在、特に問題となっているのはどのようなことだと

思いますか。（○はいくつでも） 

  

（複数回答、単位：％） 

（回答者数=964） 
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全体集計 

36.6

26.2

69.4

33.7

15.1

23.5

11.8

34.2

22.5

24.8

3.2

4.5

1.3

1.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

経済的な自立が困難なこと

道路の段差や建物の階段など、高齢者に配慮したまちづくりが

進んでいないこと

高齢者をねらった詐欺や悪徳商法などの被害者が多いこと

情報を高齢者にわかりやすい形にして伝える配慮が足りないこと

高齢者をじゃまもの扱いにし、つまはじきにすること

家庭内での看護や介護において高齢者に嫌がらせや虐待をすること

高齢者の意見や行動を尊重しないこと

病院での看護や養護施設において高齢者に劣悪な処遇や

虐待をすること

アパート等住宅への入居が困難なこと

働ける能力を発揮する機会が少ないこと

特に問題はない

わからない

その他

無回答

７．高齢者の人権について                        

問１３ 高齢者に関する人権上の問題点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「高齢者をねらった詐欺や悪徳商法などの被害者が多いこと」の割合が 69.4％と最も高く、次い

で「経済的な自立が困難なこと」が 36.6％、「病院での看護や養護施設において高齢者に劣悪な処

遇や虐待をすること」が 34.2％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あなたは、高齢者の人権問題について、特に問題があると思うのはどのようなことですか。 

（○はいくつでも） 

 

（複数回答、単位：％） 

（回答者数=964） 
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全体集計 

55.9

51.8

35.8

26.5

24.1

14.7

29.0

13.9

10.1

18.3

24.9

18.3

4.0

8.6

1.1

2.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

障害のある人や障害そのものについて、世間の人々の理解が

不足していること

働ける場所や機会が少ないこと

就職や仕事の内容、待遇で不利な扱いを受けることがあること

給与や年金など所得保障が十分でないこと

学校の受け入れ体制が十分でないこと

結婚問題で周囲の人が反対すること

交通機関、道路、店舗、公園などの利用が不便なこと

アパート等住宅への入居が困難なこと

スポーツ活動や文化活動への参加が気軽にできないこと

地域社会から排除されることがあること（差別的な言動やじろじろ

見られたり、避けられたりする）

社会や施設内において、いじめや虐待を受けることがあること

身近な地域での福祉サービスや日常生活における配慮や工夫が

十分でないこと

特に問題はない

わからない

その他

無回答

８．障害のある人の人権について                        

問１４ 障害のある人に関する人権上の問題点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「障害のある人や障害そのものについて、世間の人々の理解が不足していること」の割合が

55.9％と最も高く、次いで「働ける場所や機会が少ないこと」が 51.8％、「就職や仕事の内容、待

遇で不利な扱いを受けることがあること」が 35.8％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

障害のある人についてのことがらで、人権上特に問題があると思われるのはどのようなことですか。 

（○はいくつでも） 

 

 

（複数回答、単位：％） 

（回答者数=964） 
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全体集計 

32.3

24.3

8.5

11.3

13.3

9.1

9.3

25.1

11.6

24.0

2.3

3.6

0% 10% 20% 30% 40%

外国の生活習慣や文化などへの理解が不足しており、地域社会の

受け入れが十分でないこと

就職や仕事の内容、待遇などで、不利な扱いを受けること

店や施設の利用、サービスの提供を拒否されること

アパート等住宅への入居が困難なこと

じろじろ見られたり、避けられたりすること

国籍を理由に、結婚に周囲が反対すること

本名を使用することにより差別や不利益を受けることがあるため、

やむを得ず通称名を使う人が多いこと

特定の民族や国籍の人々を排斥する差別的言動（いわゆるヘイト

スピーチ）があること

特に問題はない

わからない

その他

無回答

９．外国人の人権について                        

問１５ 外国人に関する人権上の問題点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「外国の生活習慣や文化などへの理解が不足しており、地域社会の受け入れが十分でないこと」

の割合が 32.3％と最も高く、次いで「特定の民族や国籍の人々を排斥する差別的言動（いわゆるヘ

イトスピーチ）があること」が 25.1％、「就職や仕事の内容、待遇などで、不利な扱いを受けるこ

と」が 24.3％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

あなたは、外国人の人権問題について、特に問題があると思うのはどのようなことですか。 

    （○はいくつでも）  

 

 

（複数回答、単位：％） 

（回答者数=964） 
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61.4

18.9

27.5

16.5

14.4

13.3

15.0

27.2

4.3

19.6

0.1

4.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

病気についての理解や認識が十分でない

就職の際や職場において不利な扱いを受けること

感染していることを本人に無断で他人に伝えられること

（プライバシーの侵害）

病院や施設が患者の治療や入院を拒否すること

患者やその身内が、結婚を断られたり、離婚を迫られたりすること

療養所や病院等の外で自立した生活を営むのが困難なこと

本人に無断で感染しているかどうか、検査や調査をされること

差別的な言動や行為をうけること

特に問題はない

わからない

その他

無回答

１０．感染症（ハンセン病、HIV等）・難病患者等の人権について                   

問１６ 感染症（ハンセン病、ＨＩＶ等）・難病患者等に関する人権上の問題点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「病気についての理解や認識が十分でない」の割合が 61.4％と最も高く、次いで「感染している

ことを本人に無断で他人に伝えられること（プライバシーの侵害）」が 27.5％、「差別的な言動や

行為をうけること」が 27.2％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

あなたは、感染症（ハンセン病、HIV 等）・難病患者等の方々に対して、人権の尊重という点からみて特に

問題があると思われるのはどういうことですか。（○はいくつでも） 

と思われるのはどういうことですか。（○はいくつでも） 

 

 

 

全体集計 

（複数回答、単位：％） 

（回答者数=964） 
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全体集計 

54.7

40.2

50.8

45.0

34.9

33.1

59.1

2.4

10.2

1.6

2.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

犯罪行為によって精神的なショックを受けること

犯罪行為によって経済的な負担を受けること

事件のことに関して、周囲にうわさ話をされること

警察に相談しても期待どおりの結果が得られないこと

捜査や刑事裁判において精神的負担を受けること

刑事裁判手続に必ずしも被害者の声が十分に反映される

わけではないこと

報道によってプライバシーに関することが公表されたり、取材によって

私生活の平穏が保てなくなること

特に問題はない

わからない

その他

無回答

１１．犯罪被害者及びその家族の人権について               

問１７ 犯罪被害者とその家族に関する人権上の問題点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「報道によってプライバシーに関することが公表されたり、取材によって私生活の平穏が保てな

くなること」の割合が 59.1％と最も高く、次いで「犯罪行為によって精神的なショックを受けるこ

と」が 54.7％、「事件のことに関して、周囲にうわさ話をされること」が 50.8％となっている。 

 

 

 

 

 

 

    あなたは、犯罪被害者とその家族の人権問題について、特に問題があると思うのはどのようなことです

か。（○はいくつでも）  

（複数回答、単位：％） 

（回答者数=964） 



 

23 

 

全体集計 

35.5

16.4

46.6

36.7

27.2

12.3

6.7

21.9

1.6

3.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

就職や職場において不利な扱いを受けること

結婚問題で周囲の反対を受けること

刑が確定していない段階で被疑者・被告人を犯罪者のように扱い、

本人やその家族の人格を著しく侵害していること

近隣住民や知人からこころない噂話を流布されること

嫌がらせや差別的な言動を受けること

賃貸住宅への入居を拒否されること

特に問題はない

わからない

その他

無回答

１２．刑事手続きに関わりをもった人の人権について              

問１８ 刑事手続きに関わりをもった人に関する人権上の問題点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「刑が確定していない段階で被疑者・被告人を犯罪者のように扱い、本人やその家族の人格を著

しく侵害していること」の割合が 46.6％と最も高く、次いで「近隣住民や知人からこころない噂話

を流布されること」が36.7％、「就職や職場において不利な扱いを受けること」が35.5％となって

いる。 

  

あなたは、刑事手続きに関わりをもった人（刑務所などを出所した人や被疑者、被告人など）の人権問題

について、特に問題があると思うのはどのようなことですか。（○はいくつでも）  

 

 

（複数回答、単位：％） 

（回答者数=964） 
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72.2

64.3

43.0

26.6

18.3

58.6

52.3

0.9

6.6

1.2

1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

他人を傷つけたり、差別を助長する表現等が掲載されること

個人情報がもれていること

出会い系サイトなど犯罪を誘発する場となっていること

捜査の対象となっている未成年者の実名や顔写真が掲載されること

同和地区と思われる場所などが記載されていること

子どもたちが、ＳＮＳ等で他人を傷つけたり、 いじめに関する

情報を掲載していること

悪質な商法の対象として、個人情報などがインターネット上で

売買されていること

特に問題はない

わからない

その他

無回答

１３．インターネット等における人権について               

問１９ 情報化社会（インターネット等）における人権上の問題点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「他人を傷つけたり、差別を助長する表現等が掲載されること」の割合が 72.2％と最も高く、次

いで「個人情報がもれていること」が 64.3％、「子どもたちが、ＳＮＳ等で他人を傷つけたり、い

じめに関する情報を掲載していること」が 58.6％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

あなたは、現在の情報化社会（インターネット等）で、特にどのような人権侵害の問題が起きていると思い

ますか。（○はいくつでも） 

 

 

 

  

  

全体集計 

（複数回答、単位：％） 

（回答者数=964） 
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47.2

18.9

29.3

31.0

26.1

20.3

8.2

8.2

5.1

21.7

0.9

5.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

性的マイノリティの人々に対する理解が足りないこと

じろじろ見られたり、避けられたりすること

差別的な言動を受けること

本人の承諾なく秘密を暴露（アウティング）されること

職場、学校等で嫌がらせやいじめを受けること

就職、職場で不利な扱いを受けること

アパート等の入居を拒否されること

宿泊施設、店舗等への入店や施設利用を拒否されること

特に問題はない

わからない

その他

無回答

１４．性的マイノリティの人の人権について                       

問２０ 性的マイノリティの人に関する人権上の問題点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「性的マイノリティの人々に対する理解が足りないこと」の割合が 47.2％と最も高く、次いで

「本人の承諾なく秘密を暴露する（アウティング）されること」が 31.0％、「差別的な言動を受け

ること」が 29.3％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あなたは、性的マイノリティの人に、どのような人権問題が起きていると思いますか。（○はいくつでも） 

全体集計 

（複数回答、単位：％） 

（回答者数=964） 

本人の承諾なく秘密を暴露する（アウティング）されること 
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49.2

31.8

45.9

33.9

25.3

20.6

26.7

41.1

36.2

30.5

3.2

5.8

1.3

2.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

長時間労働が常態化し、仕事と生活の調和が保てないこと

不当に解雇されることや自主的な退職に追い込まれること

職場でいじめや嫌がらせがあること（パワーハラスメント、

セクシャル・ハラスメント等）

非正規雇用と正規雇用の待遇の差が大きくなっていること

採用や昇進などにおいて、本人の適性や能力以外の面で

評価されること

定年退職後も働き続けられる雇用環境が整備されていないこと

職業や職種によって差別や偏見があること

休暇制度があるのに休暇が取れないような実態があること

育児や介護との両立に必要な職場環境の整備が十分でないこと

顧客や取引先などから、過剰な要求が行われたり、不当な

言いがかりをつける悪質なクレームを受けること

特に問題はない

わからない

その他

無回答

１５．働く人の人権について                        

問２１ 働く人に関する人権上の問題点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「長時間労働が常態化し、仕事と生活の調和が保てないこと」の割合が 49.2％と最も高く、次い

で「職場でいじめや嫌がらせがあること（パワーハラスメント、セクシャル・ハラスメント等）」

が45.9％、「休暇制度があるのに休暇が取れないような実態があること」が41.1％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あなたは、働く人に関することがらで、特にどのようなことが問題だと思いますか。（○はいくつでも）  

 

全体集計 

（複数回答、単位：％） 

（回答者数=964） 

 つける悪質なクレームを受けること(カスタマーハラスメント) 

顧客や取引先などから、過剰な要求が行われたり、不当な言いがかりを 
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54.3

63.9

59.8

16.8

20.4

36.3

1.6

13.1

2.0

2.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

被害者の情報が得られないこと

家族と生活するという当然の権利が奪われること

身体や居住移転の自由を奪われ、帰国できないこと

被害者及びその家族が差別的な言動を受けること

被害者及びその家族が興味本位で見られること

拉致問題に対する国民の理解が足りないこと

特に問題はない

わからない

その他

無回答

１６．拉致問題について                         

問２２ 拉致問題に関する人権上の問題点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「家族と生活するという当然の権利が奪われること」の割合が 63.9％と最も高く、次いで「身体

や居住移転の自由を奪われ、帰国できないこと」が 59.8％、「被害者の情報が得られないこと」が

54.3％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

あなたは、北朝鮮当局による日本人拉致問題について、特にどのようなことが問題だと思いますか。 

（○はいくつでも）  

 

 

 全体集計 

（複数回答、単位：％） 

（回答者数=964） 
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38.0

27.6

65.4

2.8

6.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

周囲の人から嫌がらせや暴力を受けること

差別的な言動をされること

経済的に自立が困難なこと

その他

無回答

67.5

35.5

43.8

2.2

4.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

相談できる人や機関が少ないこと

自死（自殺）・自死遺族に対する理解や認識が十分でないこと

マスコミによる過剰な取材や報道

その他

無回答

１７．さまざまな人権問題について                      

問２３ ホームレス、自死（自殺）、プライバシーの保護に関する人権上の問題点 

 

 

 

 

 

（ホームレスの人権に関する問題） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「経済的に自立が困難なこと」の割合が 65.4％と最も高く、次いで「周囲の人から嫌がらせや暴

力を受けること」が 38.0％、「差別的な言動をされること」が 27.6％となっている。 

 

 

（自死（自殺）に関わる人権に関する問題） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「相談できる人や機関が少ないこと」の割合が 67.5％と最も高く、次いで「マスコミによる過剰

な取材や報道」が 43.8％、「自死（自殺）・自死遺族に対する理解や認識が十分でないこと」が

35.5％となっている。 

 

 

 

あなたは、ホームレスの人権・自死（自殺）に関わる人権・プライバシーの保護に関することがらについて、

特にどのようなことが問題だと思いますか。（○はいくつでも） 

 

 

 

  

全体集計 

（複数回答、単位：％） 

（回答者数=964） 

（複数回答、単位：％） 

（回答者数=964） 
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60.8

46.2

55.1

1.3

6.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

ダイレクトメールが届いたり、訪問や電話による勧誘を受けること

インターネットの掲示板への書き込みや電子メールの書き込み

自分に関する情報が知らないうちに集められ、管理されること

その他

無回答

（プライバシーの保護に関する問題） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ダイレクトメールが届いたり、訪問や電話による勧誘を受けること」の割合が 60.8％と最も高

く、次いで「自分に関する情報が知らないうちに集められ、管理されること」が 55.1％、「インタ

ーネットの掲示板への書き込みや電子メールの書き込み」が 46.2％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（複数回答、単位：％） 

（回答者数=964） 
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52.4

22.0

61.0

40.9

28.5

43.0

15.1

36.5

30.1

6.4

1.8

2.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

家庭の中で、人権を大切にする心を育てること

人権尊重の考え方を広めるための啓発広報活動の推進

学校や地域などでの人権教育の充実

職場での人権教育の充実

人権問題に関する相談のための機関・施設の充実

気軽に人権に関する相談ができる窓口や電話相談などの充実

人権に関する情報の収集や提供の充実

人権が侵害された被害者について救済など適切な対応をとる

支援体制の充実

人権侵犯事件の調査・処理が適切に迅速に行われる体制等の充実

わからない

その他

無回答

１８．今後の取組について                              

問２４ 人権が尊重される社会を実現するための方策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「学校や地域などでの人権教育の充実」が 61.0％と最も高く、次いで「家庭の中で、人権を大切

にする心を育てること」が 52.4％、「気軽に人権に関する相談ができる窓口や電話相談などの充実」

が 43.0％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 人権 が尊重される社会を実現するためには、今後、どのようなことに力を入れていけばよいと思います

か。（○はいくつでも）  

 

  

全体集計 

（複数回答、単位：％） 

（回答者数=964） 



 

 

 

人権問題に関する意識調査 

－報告書－ 

（概要版） 
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